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【自ら考え 自ら行動し ともによりよく生きようとする子どもを育てる】 長崎市立伊良林小学校 校長 片岡 勝志 

           安全で楽しい４４日間に 

１学期が終わりました。日頃の学習、様々な行事や取組などを通して、子供たちには成長の跡が見

られます。保護者の皆様、地域の皆様には、随分学校を支えていただきました。本当にありがとうご

ざいました。 

明日から子供たちにとって、待ちに待った夏休みが始まります。 

海水浴、キャンプ、花火、夏祭り。日焼けした顔、顔。小学生時代の夏休みは、大人になってから

も少年少女時代の貴重な思い出として鮮やかによみがえることでしょう。 

せっかくの機会ですので、野山や海での自然体験、ボランティア

などの社会体験、家族との触れ合い、地域での活動等、いろいろな

ことにチャレンジして、有意義な４４日間にしてほしいと思いま

す。 

楽しく、そして事故のないよう安全に過ごせることを祈っており

ます。登校日や２学期の始業式の日に、また元気な子供たちに会え

るのを楽しみにしています。  

 

                         夏休みの生活について 

「夏休みのくらし方」のプリントをお配りしておりますので、ご確認いただいていると思いますが、

以下の内容については、夏休み中、大きな事件事故、トラブルに巻き込まれないようにするため、特

に大切だと思われることです。格段のご配慮をお願いします。 

 

○ 子供だけで出かけるときは、車に十分注意し、とびだしをしない。 

○ 事前に保護者同士の同意がない時は、友達の家に入って遊ばない。 

○ 子供同士で、金銭やゲームソフトなどの貸し借り、その他、カードのやり取りなどはしない。 

○ 用のない店に出入りしない。 

○ 知らない人には絶対についていかない。（不審者に出会ったということがわかった場合は、まず

は警察に連絡願います。） 

〇 危険な場所で遊んだり、危険な遊びをしたりしない。（道路や

駐車場・工事現場付近・立ち入り禁止場所・空き家・火遊びなど） 

○ 公園などの公共の場では、他の人の迷惑にならないよう気をつ

けて遊ぶ。 

○ 他人の庭先や駐車場などに勝手に入りこまない。 

○ 行き先をきちんと言って出かけること、遅くとも午後６時には

必ず帰宅すること。 

 

 

折り鶴折り（縦割り活動） 

５年プール 


